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序

　本邦 において建築辞典上梓の嚆矢 と目され ます ものは,故 中村達

太郎博士 による 「日本建築辞彙(1906刊)」 であろうと思われ ます。

当時,未 だ揺藍期に在 った我が国建築界 において,氾 濫する多種多

様な建築の ことばに的確な定義 を与 え,学 問発展のために共通言語

の整理を図 られたその努力 と功績 とは,既 に七十年 を経た今 日にお

いて も猶 その輝 きを失 ってお りません。

　第二次世界大戦後,廃 墟の国土再建から再出発 した我が国建築界

は,以 後国交の回復 に伴 い諸外国か らの〓大な情報 の流入によって

約十年の空 白を埋めてなお余 りある急激な発展を見るとともに,当

然の ことながらそこには全 く新 しい造形概念や技術,そ して新材料

等が次 ぎ次 ぎに誕生 しました。すなわち第二の黎明期であった とも

いえましょう。

　 これらの強烈な刺激 により,伝 統的な 日本建築 を基盤 とする我が

国の建築のことばは急速 に膨張 し,複 雑化 し,遂 には語義の混乱を

すら招来するに至 りました。

　 ことばは常に時代 と共 に流動 ・変化 してゆ くものであ りますが,

決定的な意味を持つべ き学問 を情報 として形成することばの解釈は

不動の ものであらねばならぬ筈であ ります。 しか し趨勢は覆 うべ く

もな く,こ れが一時点を画 して正確な共通言語 を持つための再整理

が強 く要望される所以であ り,本 辞典刊行 の意義 もまたここに存在

するので もあ ります。

　本辞典刊行の企画開始 は,遠 く昭和25年 に遡 ります。爾来二十有
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余年,そ の間幾度か執筆直前の段階 にまで到達 しなが ら,変 転極 ま

りない社会情勢ないしは諸条件の不備 により振 り出しに戻 って再検

討を行わ ざるを得ない状況 に遭遇 し,最 終的に編集開始に踏切 った

のは,実 に昭和42年 の春であ ります。

　 幸い編集委員各位 の卓越せる能力 と情熱 とに加 え,百 数十名 に垂

ん とする各専門分野第一線の学者 ・技術者の方々か ら成 る執筆陣の

積極的な ご協力を得て,漸 くここに私の生涯の念願が結実するのを

見 ることができました ことは洵に喜ばしく,ま さに建築辞典の決定

版 として比類な きもの をつ くり得た と,満 腔の自信 を持 って斯界に

お くるものであります。やや もすれば閉鎖的であった 日本の建築学

の分野 にも,近 年俄かに他分野 との接近 ・交流が始 まり,近 い将来

において建築学 は学際領域 を包括 しなが らますます発展拡大 され,

更 に多様化の度合を増 すもの と思われ ます。 これ らの予測 に加 えて

出版の常道か らしても,本 辞典の刊行 によってことばの整理の終了

を意味するものではな く,ま さに開始 された とい うべきでありまし

ょう。

　今後,広 く江湖の諸賢の ご教示 を仰 ぎ,時 宜 に応 じて補遺 あるい

は改訂を行 ってゆ くことにより無限の生命 を保持 させ,常 に,斯 界

の読者の好伴侶 た り得 ます よう社 を挙げて育ててゆ く決意でお りま

す。

　 ここに生 み出せ る者の責任の重 さを痛感 しつつ,改 めて編集委員

各位並 びに執筆者各位の永年のご苦労に対 し,深 甚なる感謝 と敬意

を表 します。

昭和49年6月1日 　 創立記念 日に方 り

彰国社社主　下 出 源 七



第2版 の序

　本辞典が,高 い志 と,そ れに共感 を寄せ られた編集委員諸先生の

卓越せ る能力 と情熱に加 え,百 数十名 に垂ん とする各専門分野第一

線の学者 ・技術者か ら成 る執筆陣の ご協力の もとに刊行 をみて以来

斯界唯一の本格 的辞典 として年々版を重ね,建 築関係はいうに及 ば

ず,隣 接 する広範な分野 の圧倒的な支持を得て まい りました。

　 この間,建 築を とりまく環境 と建築 を創 る技術 は,ま さに目を見

張 るばか りの変容 ・進歩を遂 げて まい りました。 とりわけ意識 ・価

値観の多様化が もた らす表現の多様性,環 境 と資源 の保護,そ して

コンピューターの進歩・普及 を背景 として登場 したハイテク技術は,

その関連情報の著 しい増加 をきたしました。 そして今,広 く社会現

象 として指摘 されていることばの氾濫 は,情 報伝達の共通言語 とし

て,そ の語義が定着 しないままに次のことばに増殖す るという憂慮

すべ き現象を繰 り返 しているやにみえます。一般 に,辞 典 は 「刊行

の瞬間からして既 に補訂」の必要があるといわれます。本辞典 に も

「時宜 に応 じて補遺 あるいは改訂 を行 ってゆ くことによ り無 限の生

命 を保持 させ……」と刊行 の序 に記 しました ように,わ れわれには,

このことばの正 しい語義 における定着 を見極め,記 録 してい く使命

があ ります。 ここにおいて,建 築大辞典の一新 と,更 なる充実が社

会的要請 と作 るものの意志によって画 されるのは当然のことといえ

ましょう。幸い,初 版刊行以来18年,貴 重なデータ も蓄積 されてま

い りました。

　改訂 の眼目は,当 然のことですが,新 語の採録であ ります。 こと



ばの混乱を整理 し,進 歩を将来へつな ぐ作業 を開始 しな ければな り

ません。コンピューター関連用語,計 画分野 における環境や景観 お

よび不動産用語,施 工分野に著 しい新技術およびロボッ ト用語な ど

新 しく取 り込 む分野 を視野に入れて全語彙を再検討 し,あ わせて新

項 目の追加 を行 いました。

　 全語彙再検討の結果が もた らした英和対照語彙集の大幅な増補 に

はデータとしての読者の声が生か され ました。 このことは,建 築歴

史分野で建築儀礼,民 家,和 船な どの用語をも広 く収録 し,特 に伝

統的な空間作法や室礼 といった現時点で記録 しておかない と消滅す

るおそれのある古語の収録 という他 に類のない本辞典の特徴 と共に

大方 に利便 すると考 えます。 そのほかにも,従 来の さまざまな特色

を継承 しなが ら新 しい試み も随所 に加 えました。

　 ここに第2版 として大改訂 をなし得 ましたのは,ひ とえに校 閲 ・

執筆の労 を惜 しまれなかった編集委員 ・各界専門家諸先生のご厚情

の賜物であ ります。心よ りお礼 を申 し上 げる次第です。 この労が建

築 を次世紀へつな ぐ確かな作業の一 つであることを信 じて疑い ませ

ん。

　最後 に,本 版は全面改訂の新版であ りますが,旧 版がその基礎に

なってお ります ことはい うまで もあ りません。末尾なが ら,初 版以

来 ご協力 ・ご教示 をいただいて まい りました諸先生,そ して多方面

か らの読者 のご支援 にも,改 めて同様の謝意を表 します。

平成5年5月

株式会社　彰 国 社
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東京大学名誉教授　 工学博士　内 田 祥 哉

　工学博士　岸 谷 孝 一

福井大学名誉教授　 工学博士　城 谷 豊

都市環境研究所所長　土 田 旭
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元 昭和女子大学教授　渡 辺 敬 三
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飯 島 祥 二
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井 口 陽 一

井 口 洋 佑

池 田 正 志

石 井 昭

石 井 謙 治

石 井 義 朗

石 橋 利 彦

石 丸 辰 治

和泉 意登志

磯 辺 行 久

磯 村 渉

井 出 建

伊 藤 鄭 爾

伊 藤 登

稲 葉 和 也

乾 亮 三

犬 塚 恵 三

猪 爪 範 子

今 泉 勝 吉

岩 下 秀 男

岩 田 秀 行

上 島 顕 司

上 田 義 之

上 野 淳

植 松 貞 夫

碓 井 憲 一

内 田 雄 造

内 田 祥 哉
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越後島 研一
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岡 本 直

岡 本 嘉 行

小 川 信 子

小 川 晴 果

沖塩 荘一郎
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小 滝 一 正
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嵩 英 雄
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片 桐 嗣 穂
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菊 地 成 朋

菊 池 康 之

岸 谷 孝 一

北 村 弘

城 戸 義 雄
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木 村 信 之

木 村 昌 夫

木 村 衛

久 保 敏 行

窪 田 陽 一

久保寺 勲

黒木 二三夫
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毛 見 虎 雄

小 池 雅 仁

小 池 迪 夫
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吉 村 彰

吉 原 長 吉

若 林 時 郎

渡 辺 昭 彦

渡 辺 敬 三

渡 辺 輝 明

渡 辺 力
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ア

ア ー エ ー ゲ ー の タ ー ビ ン こ う じ ょ う　[AEGの ― 工

場]〔 独 〕AEG Turbinen Halle　 近 代 建 築 の初 頭 を

飾 る代 表 的 工 場建 築.P.ベ ー レ ン ス設 計,1908～09

年.AEG (Allgemeine Elektrizitats Gesellschaftゼ ネ

ラル電気会社)の デザ

イ ン顧問 として招か

れたベー レンスが,

ベル リンに建 てた一

連の工場建築の最初

の もの.三 〓式骨組

に よる大胆で重厚 な

構造 と,柱 間お よび

端部壁面の大 きなガラス窓が巧 みに組 み合 わされ,

鉄 とガラスに よる工場建 築に初 めて記念性 を与 えた

もの として高 く評価 されている.内 部はスパ ン25.6

m,奥 行20.7m,最 高高 さ約25mに 及 ぶ無柱 の大空

間 とな っている.こ の工場設計時代,W.グ ロピウ

スや ミー ス フ ァン デル ローエが所員 として働 い

てお り,大 きな影響 を受けている.

アーキヴ ォール ト　archivault　 飾

り迫縁(せりぶち).ア ーチの前面 ない し

内面の繰形.特 に中世 の教会 堂で

は正面扉口のアーキヴ ォール トは

彫刻で豊かに飾 られる.

アーキテク ト　architect　建築家 のこと.Architectの

語源はギ リシア語 のarkhos(長),―tekton(職 人)

であ り,ロ ーマや中世 では特 に建 築の専 門家 を示す

よ うになった.ル ネサ ンス以降,施 工 に対 して設計

とい う知 的な部分 を示 す語 とな り,近 世 に至 って現

在 のように,施 主 と施 工者 の間に介在 する統括者 と

しての設計監理者 を意味するよ うになった.

アーキ トレーヴ　architrave　 ① ギ リシア・ローマ建築

において,エ ンタブレチュアの最下部 を構成 する水

平の部分.ギ リシア語 では,エ ピステユ リオ ン(epis

tylion)と呼 ぶ.② 一般 に開口部 の周 りに付 けられる

装飾 用の枠組 み.→(図)エ ンタブレチュア

アーク　 arc　近接 した電極 間で,イ オ ン化 した媒体

を通 じて行 われる放電 現象.弧 状 になる ことが多 く

高熱 と白熱光 を伴 う.

アー ク エア ガウジング　arc air gouging　 ガウ ジン

グ法の一.炭 素棒を電極 として,主 として直流 によ

って アー クを発生させ,こ れによって溶融 した金属

をホル ダーの穴か ら炭素棒 に平行 して噴 出す る圧縮

空気で,連 続的に吹 き飛ばして行 う.溶 接部の開先

加工,裏 斫(うらはつ)り,欠 陥部 の除去 などに多 く用い ら

れ,ガ スガウジングよ り入熱量の少ない特徴 がある.

アー ク エアせつだん　[―切断]arc air cutting　炭素

アー ク切断 に圧縮空気を併用 して,金 属 の切断 を行

う方法.炭 素アーク切 断が単 に溶断 であるの に対 し

て,積 極的 に溶融金属を除去 するので,切 断能率が

非常 に良 くなる.〓 アークせ つだん

アー ク ス タッ ドようせ つほ う　[―溶接法]arc stud

 welding　 植込 みボル トを鋼板 に直(じか)に溶接 す る方

法.一 般 にフェルール(補強金輪)ま た はカー トリッ

ジを用 い,短 時間アークを出 したのち圧着す る方法

が採 られ てい る.

アー ク ス トライク　arc strike　溶接施 工中,母 材の

溶接部以外の部分にアークを飛 ばす こと.母 材が高

張力鋼 などの場合には,こ の部分が 急冷 され て硬化

す るた め欠陥 となる危険がある.

アー ク スポ ッ トようせ つ　[―溶接]arc spot welding

　薄板の点溶接 をす る場合,ア ークを利用 して2枚 重

ね の上板 に小 さな穴をあけ,こ れに溶接棒か らの溶

接金属 を注 ぎ込んで接合する こと.こ れには特殊の

ガンが用 いられ,抵 抗溶接 と異 な り母材 の片面 にガ

ンを当てるだ けで溶接がで き,ま た下側 の母材が厚

くて も自由に溶接で きる特徴 がある.

アー クせ つだん　[―切断]arc cutting　被切 断物 と電

極 との間 にアー クを発生させ,そ の熱を利用 して金

属 を局部的 に溶融切断する こと.ア ーク切 断には,

炭素 アーク切断,金 属アー ク切断,ア ー クエ ア切断,

酸素 アーク切断,TIG切 断,プ ラズマアーク切 断な

ど多 くの方法があ る.

アー ク タイム　arc time　 溶接作業時間のなかで,段

取 り,棒 の取替 え,ス ラグの除去および開先 の清掃

などの作業 を除いたアークを実際に発 生 している時

間.一 般 に実働時間に対するアーク発 生時間を百分

率 で表 す.

アー クとう　[―灯]arc lamp　 放電 によるアークの輝

きを利用 す る電灯.酸 化物被 覆電 極 を有す る超高

圧 ・高圧水銀灯.ナ トリウム灯,炭 素アー ク灯な ど

のような熱電子放射式 と,水 銀陰極 を有する太 陽灯

や クーパ ヒュイッ ト水銀灯な どの ような電界電子放

射式が ある.

アークねつ　[―熱]arc heat　 電極 間の放電 によって

生 じる火炎 の持つ熱.1808年 イギ リスのケンブ リッ

ジ大学 のデービー教授が炭素棒 電極間の火炎放電 を

認 め,こ れを電弧光(electric arc)と 命名 し,熱 源 と

して用 いられ ることを発見 した.ア ークの放電 は低

電圧,高 電流の放電で大 きな熱量が得 られる.こ の

アーク熱 を用 いて行 う溶接 をアー ク溶接 とい う.

アークようせ つ　[―溶接]arc welding　 母材 と電極 ま

たは二 つの電極の間 に発生す るアークの熱を利 用 し

て溶接 すること.消 耗式は電極 自身が溶加材 となっ

AEGの タービン工場
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盤条件の制約 を受 けやすいが,施 工性,経 済性 の点

から多用 され る.「 カルウェル ド工法」 ともい う.

アーチ　arch　 ① 開口部

の上部の荷重 を支 える

ために石や煉瓦 を曲線

形 に積み上 げた構造.

木や鋼 その他の材料 に

よる同形の もの も同 じ

名称 で呼 ばれ る.「 迫

(せり)」,「迫持(せりも)ち 」,

「拱(きよう)」 の訳 語 が あ

る.ア ーチの形は基本

的 には円弧 またはそれ

の幾つかの組合せに よ

って出来 るもので,時 代によ り極 めて多様で ある.

それ らの多 くは,構 造的な要求 よ りは,む しろ装飾

的意図に よって考案された もので,曲 線 の種類 によ

り,そ れぞれに名称 がある.〓 とが りアーチ 〓 テ

ューダーアーチ 〓ラ ンセ ッ トアーチ 〓オ ジーア

ーチ ② 曲線状 の架構 で,荷 重が主 として軸圧縮力

によ り支持点に伝達 される もの.〓 せ いてい アーチ

〓ふせいていアーチ ③洋風庭 園に用い られ る庭門

の一.緑 陰を兼 ねた添 景物 として置かれ たり,彫 塑

の背景な どに四つ目格 子で造 られた りす る.フ ジ,

キヅタ,ツ ルバ ラな どを まとわせ る.「緑門」ともい う.

アー チ ェ リー き ょう ぎ じ ょ う　[―競 技 場]archery

 range　 アーチ ェリー競 技 を行 う施 設.屋 外競技 で

は,男 子 は射程距離90m,70m,50m,30m,女 子

は70m,60m,50m,30mの 各4種 目があ る.射

場 は北 向き とし,弓 場 は矢 の破損 を防 ぐため芝張 り

とし,各競技者 の射位幅 は2.5mを とる.ほ か に屋内

で行 われる射 程25m,18mの イン ドアアーチ ェリ
ー,自 然 の地形の なかに設 け られた,14ま た は28

個 の標的 を順次 うち進 むコースで行われ るフィール

ドアーチェ リーの競技場が ある.

アーチさよ う　[―作 用]arching effect, arching　① 一

般的 に粉体 あるいは粒体 を支 える壁体 に加わ る側 圧

において,壁 体のわ ずかな移動 に伴 って粉体あ るい

は粒体 中に迫(せり)合いを生 じ,移動量の大 きな部分か

ら小 さな部分への側圧 の移動が起 こる現象.例 えば

砂の ような主 として粗粒土か ら成 る地盤 において,

地盤 中の土 の一部が変位 した場合,そ の周 りの土が

押 し込 まれ て迫 り持 たれ る現象.② 構造物のあ る部

分が持つ実在の,ま たは仮想の曲線 に沿 って,軸 圧

縮力 によ り外力 を伝達す る性質.

アーチ ャー,ト ーマス　Thomas Archer〔1668ご ろ

～1743〕　 イギ リスの建築家.オ ックス フォー ドの

トリニ ティ カ レッジで学 んだ後,1693年 ごろ まで

外国 に旅行 し,と りわ けローマのバ ロック建築 を研

究 した.主 な作品 にバ ー ミンガムの聖 フィリップ教

会(1710～25),ウ ェス トミンスターの聖 ジョン教 会

(1714～28)が ある.

アー チわ く　[―枠]centring　 アーチ またはヴ ォール

トを積む際の型枠お よびその支保工.古 くか ら石や

煉瓦 などの組積造 に用 いられて きたが,鉄 筋 コンク

リー ト造アーチ にも用 いられ る.ま た,従 来は木 製

が主 であったが,鋼 製 も使 わ

れ る ようにな った.「 迫 り枠

(せりわく)」ともいう.隧 道覆工に

用 いる場合 にはセ ン トル とい

う.

アー ツ アン ド クラフツ　arts and crafts　19世 紀後

期 のイギ リスで初めて用い られた術語 で,主 として

手仕事 によってデザイ ンされた工芸 品の全分野 に対

して与 えられた語.

アー ツ アン ド クラフツ うんど う　[―運動]Arts and

 Crafts Movement　 19世 紀後期 にイギ リスに興 った

工芸運 動.W.モ リスは工業生産の組織 に抵抗 す る

ために手工作の復活 を主張 したが,自 らP.S.ウ ェ

ッブ と共同 して自宅 を造 り(1859年,い わゆる 「赤い

家」Red House),ま たラフ ァエル前派 の作家 たちと

共 にモ リス マーシャル フ ォークナー商会 を設立 し

て(1861),生 活用品のデザイ ンを引 き受 けるなど意

欲的 に活動 して この運動の中心 となった.1880年 代

には,W.ク レー ン,C.R.ア シュ ビーらによ りクラ

フ トの協会や学校が設立され,そ の影響は広 まった.

機械生産 を否定す るものである とはいえ,芸 術 と社

会 とを結合 しようとする強い姿勢 のゆえに,近 代運

動の重要 な出発点 と見 られている.〓 モ リス

アーナ ンダ　Ananda　 パ ガンに遺 る最大級仏寺 の一.

1091年 チ ャ ンス ィ ッター

王(1084～1113)に よ って建

て られた モ ン様 式の 代表

作.基 部の四面に仏立像 を

擁す る太 い柱礎 を二重の回

廊で囲繞 し,外 壁に設けた

高窓か ら採光す る巧みな空

間構成 をとっている.ま た

外壁の一部 に,多 数の仏画

を刻んだ青磁の装飾版 がはめ込 まれ ているの も,こ

の建築の重要な特色.

アーバー　→ アーボアー

アーバニゼーシ ョン　urbanization　 都市化,市 街化の

意.社 会学,地 理学,都 市計画 な どの諸分野で用い

られ る.都 市化 と市街化 は同義 で用 いられ ることも

あ るが,一 般 に都市化 は都市への人口や産業 の集 中,

都市的生活様式の浸透な どの社会現象 を指 し,市 街

化 はよ り狭 く市街地の拡大,都 市的土地利用への転

換 を指す.〓 としか

アーバ ニテ ィ　 urbanity　 いわ ゆる都市 らしさ.厳 密

にい えば,あ る都市に固有 な文化的 な属性.都 市文

化のパ ター ンの相違 と都市文化 の質 の高 さの両者が

含 まれ る.そ の内容は,人 によ り社会 によ り,国 に

より一定 しない.総 じて 「アーバ ニティが高 い」 と

い った使われ方 をする.

アーバ ン デザ ィン　urban design　 土地利用や交通計

画 な どの機能 的側 面か ら都 市 を計 画す る都市 計画

(シティプランニング)に 対 し,建 築群,街 路,広 場,

緑地な どの都市空間構成 要素 の形態 に主眼 をおいて

都市 を計画,設 計する こと.近 代以前 の都市づ くり

は機能的側面 も空間的側面 も一体 に とらえられてい

たが,近 代 にな って機 能偏重 の都市計画が主流 にな

アーチ①

アーチ枠

アー ナ ンダ平面 図(パ ガン)



て溶着金属 となる方式で,非 消耗式は炭 素やタング

ステンの電極 を用い,別 に溶加材 を用いる方式 であ

る.ま た保護 アー クは大気か らアー クや溶融金属 を

保護 するた め,フ ラックス またはガスを使 用する方

法.「 電弧溶接 」 ともいう.

アー クよ うせつ き　[―溶接機]arc welder　 アー ク溶

接 を行 うた め,ア ー クの電流,電 圧 をほぼ一定値 に

保つ装置で,電 源の種類に より交流溶接機 と直流溶

接機があ る.「電弧溶接機」 ともいう.

アーク ようせ つぼ う　[―溶 接棒]arc welding elec

trode　 金属 アーク溶接 に用い る溶加 材 とな る金属

の電極棒.被 覆 を施 してある もの と裸 の もの とが あ

る.特 に自動アー ク溶接に用いる ものは裸 で線状 に

なってお り,ワ イヤ と呼ばれる.

アー クようせつぼ うの さぎょうせい　[―溶接棒 の作業

性]usability of an electrode　被覆 アー ク溶接棒の

使いやす さ.例 えば,ア ークの発生 の難 易,ア ーク

の安定性,ス ラグの流動性 および剥離性,ス パ ッタ
ーの多少,ガ スお よび ヒュームの発生状態 など.

アークろ うづけ　[―鑞付 け]arc brazing　 母材 と電極

または二つの電極 の間に発 生するアークの熱 で行 う

電気鑞付け.

アーケー ド　arcade　 ① アーチを連続 的に用いた吹放

ちの空間.② 商店街 な どの歩道 の上部 に,日 除 け,

雨除 けのために設 け られる路上施設.特 定行政庁が

建築審査会の同意を得 て許可 した ものでなけれ ば建

築で きない(建 築基準法第44条).〓 がん ぎ③ ③建

物の外壁に付設 して,一 立面上 に並 んで いるアーチ

の連続.ロ マネスクに多 く見 られる装飾的で通路 を

持たない もの,ゴ シ ック教会堂 な どに見 られ る半吹

放ちで外廊風 の ものがある.「 列拱廊 」ともいう.ま

た装飾のために壁付 きの柱 とアーチによる場合 は,

盲アーケー ドという.

アーケー ドが い　[―街]arcade street　アーケー ドと

は,も ともとはアーチを連ね た歩廊や回廊状 の通路

をい うが,今 日では屋根付 きの街路や屋根付 きの商

店街を指 す.

アーゴノ ミックス　ergonomics　 ヨーロッパ で使 われ

る人 間工学 の呼称.こ れはギ リシア語の作業 を意味

す るergonと,管 理 または法則 を意味 す るnomos

とを合成 して作 った新語.解 剖学,生 理学,心 理学

な どを総合 的に応用 して人間の動作時の精神的あ る

いは肉体的 に最 も無理 のない条件 を見いだ そうとす

る科学.ア メ リカにおける ヒューマ ン エ ンジニア リ

ング(human engineering)と 同意語 である.「 エルゴ

ノ ミクス」 ともい う.

アーザ ム きょうだい　[―兄弟]Asam brothers　 ド

イツバ ロックの建築家兄弟.兄 コスマス ダ ミア ン

(Cosmas Damian〔1686～1739〕)は フレスコ画家,弟

エーギ ト クヴ ィリーン(Egid Quirin〔1692～1750〕)

は彫刻家.ロ ーマに赴 き(1711～14),C.フ ォンター

ナに学 び,帰 国後共同 してロールやヴェルテンブル

クの修道院聖堂の内部装飾 に従事 した.ミ ュンヘ ン

のザ ンク ト ヨハ ン ネポムク聖堂(1733～46)は,光

と色 の入 り混 じった幻 想的な空 間を実現 したバ ロッ

クか らロココへの過渡期の様式 を示 す傑作.

アーザ ムせ いどう　[―聖堂]〔独〕Asamkirche　 →ザ ン

ク ト ヨハ ン ネポムクせい どう

アース アンカーこうほう　[―工法]earth anchor

 method　 山留 め壁 を支持す る架構 法の一.壁 の背面

の地 山にアンカーを設け,ア ンカーに腹起 しを緊結

して山留 め壁 を受ける方法.建 物 の浮上 を阻止す る

ために建物 を地盤に固定するのに も用 いる.根 切 り

内の空間が開放 され,施 工の利点が大 きいが,反 面,

周囲の状況,土 質,ア ンカーに用 いる工法 の施工性

お よび経済性に左右される.

アー スアンカーよ う くっさ くきかい　[―用掘削機械]

boring machine for anchorage　 アー ス ア ンカ ー を

施工す るた め,地 盤や岩盤 を回転や打撃 によ り掘削

す る機械.大 型の ものには自走 できるようクロー ラ
ー搭載型の もの もある.

アース オーガー　earth auger　 電動機,減 速機 の先端

にオーガーヘ ッドを有するスク リューを装備 し,地

中 に穿孔す る機械.低 騒音,低 振動 で,基 礎杭,土

留 め壁,遮 水壁な どの造成 に使用 される.主 なオー

ガー工法 としてはPIP工 法,CIP工 法,MIP工 法,

プレボー リング工法,中 掘 り工法 などが ある.

アース カラー　earth colour　 自然に存 在す る土,草

木 に類す る色の こと.茶 系,緑 系 の色 を指す.

アースキ ン,ラ ルフ　Ralph Erskine〔1914～ 〕　

スウェーデ ンの現代建 築家.イ ギ リスに生 まれ,リ

ー ジェン ト ス トリー ト工科大学で建築を学 ぶ.1939

年 にス ウェーデ ンに移住 し,ス トックホルムの王立

美術学校に学び,1946年 か ら建築家活動 に入 る.壁

を表現の核 に据 えた住宅,集 合住宅 を生 み出 した こ

とで知 られ る.地 域計画,コ ミュニ ティ施設計画で

も多 くの秀作 を残 した.

アース ドリル　earth drill　回転バ ケッ トによる地盤

掘削機.掘 削機 を トラ ックに装備 したものとクロー

ラー に装備 した もの が ある.掘 削径 は300～1200

mmで,拡 大掘 りバ ケ ッ トを使 用す れば3000mm

まで掘削可能な機械 もある.

アース ドリル こうほ う　[―工法]earth drill method

　元来はアメ リカのカルウェル ド社の考案開発 した ア
ース ドリル と呼ばれる掘 削機 を用 いた,径1.0～2.0

m程 度 の大 口径場所打 ち コンク リー ト杭 作製 のた

めの掘削工法の一.掘 削用 のバ ケッ トをケリーバー

と呼ばれ る角形 断面 の棒 を介 して回転 して掘削 し,

バケ ッ ト内に土砂 が溜 まった とき引 き上 げて排出す

る.通 常 ノーケーシングで行われ るので,掘 削時の

孔壁保護のため安定液工法が併用 され る.目 的の深

さに達 した とき,あ らかじめ組 み立 てておいた鉄筋

か ごを挿入 してコンク リー ト打設 を行 う.比 較的地




